
児童生徒とともに、これまで積み上げてこられた授業の様子はいかがでしょうか。「めあてーまとめ・振り返り」のあ

る授業を軸として、児童生徒が主役となる授業展開になっているでしょうか。大きな行事が終わりつつあるこの時期

に見つめ直していただき、年度末へ向けてさらに授業力のスキルアップを目指し、児童生徒の資質・能力の育成に

つなげましょう。

学習の流れや本時のポイントが見える

板書の構造化
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【９月の板書】 第２学年「たし算とひき算のひっ算(２)」 めあてとまとめが書か

れているし、図や式や言

葉も書いてあるからよい

と思うのだけど…？

【１０月の板書】 第２学年「かけ算(１)」

学力向上推進校事業に係る授業研究会を１１月１日、米子市立彦名小学校で開催します。当日

の授業公開へ向けて、「めあてーまとめ・振り返り」を軸とした授業構成や板書計画など、授業力の

スキルアップに取り組まれています。９月、１０月に実施した授業における板書の変容をもとに、学習

の流れや本時のポイントが残る板書の構造化についてお伝えします。

板書は、児童とともに授業を展開する上で、重要なツールとなります。児童の気づきや考え方を
表現する場として、また、それらを共有しながら個々の考えや理解を深めていくことができるように、
授業構想と合わせて板書の構造化も考えてみましょう。
☆日々の授業、校内研究会、学年会などの機会に、授業を振り返るツールとして活用するのも 効果的です。

改善点②

本時で重点的に扱う
内容を中心に構成され
ている。

本時のねらいの達成に向けて、
子どもの気づきや考えを関連
させて考えやすくなります。

改善点①

図と式を対応させる
ように板書している。

式の意味を図でイメージし
ながら理解することができ
ます。

改善点③

まとめにつながる
キーワードが板書され
ている。

まとめを考える時に、本時の
学習を振り返り、ポイントを確
認することができます。

子どもの目線で見ると…

式や図や言葉を関連させながら本時の学習内容を理解できるように、

書く位置や色づかい等の構成を考えることが大切です。

全体的にすっきり

したし、子どもた

ちの気づきや考

えをどうつなげて

いくか、流れもイ

メージできるな。


